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一
場
を
お
発
ち
に
怒
川
れ
ま
し
た
間
際
一
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-
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、
市
内
機
保
懇
談
製
滋
株
式
会
社

一
平
塚
T寝
U
C御
禄
観
音
口
れ
る
こ
こ
に
な

一
つγ
お
円
ま
す
。
市
出
と
お
き
ま
す
級

一
巡
路
は
次
の
と
お
り
て
す
。
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競
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到
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(
十
時
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十
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競
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出
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(
十
一
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一
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1
m
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関
頁
紡
緩
踏
切
l
i
平
塚

一
駅
北
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l
i
八
時
崎
大
内

1
1
品
開
供
護
謙

一
平
塚
工
場
街
到
議
(
十
一
昨
吋
ニ
十
一
立
分

一
)
l
i
陪
御
出
発
〈
十
一
一
時
五
十
分
)

一
r
l
l
八
幡
大
岡
山
経
由
東
海
通
l
!
大
機

一
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
!
ス
ホ
i

ム

大
会
議
ニ
日
目
の
三
十
一
日
葉
山
町
制
出
国
一
に
な
っ
て
お
円
ま
す
。
一
な
お
、
一
塁
間
的
た
的
自
転
車
一
競
技
一
日
中

署
御
出
向
さ
れ
ま
し
た
天
皇
幾
度
尚
一
部
長
き
ま
し
で
は
、
市
内
の
八
十
才
一
止
さ
れ
る
場
合
、
競
輪
場
御
率
観
は

陛
下
C

は
、
十
時
五
十
分
車
問
平
塚
競
一
以
上
の
高
令
申
告
一
一
平
窓
口
、
遺
家
族
主
ベ
一
御
取
止
目
的
に
な
円
ま
す
が
、
葉
山
よ
り

輪
場
へ
御
語
、
十
一
時
十
分
ま
で
二
皇
室
ぜ
競
輪
場
内
に
翻
招
待
出
し
一
同
一
斜
議
室
つ
ア
十
一
時
二
十
一
立

十
詰
量
ち
せ
ら
れ
、
空
ぐ
国
体
一
点
、
両
陛
下
芸
更
す
る
こ
乙
に
一
叶
横
浜
襲
撃
塚

T
頃
へ
襲
警
な

自
転
草
競
技
血
管
御
警
な
ら
れ
る
乙

ι

一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
十
一
時
十
吐
露
一
ら
れ
ま
す
。
王
子
一
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。
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L旨
よ
い
証
悲
暴
第
筆
十
回
関
あ
図
震
格
が
在
は
じ
長
ま
り
箇
民
壁
体
育
葉
大
合
、
申
宇
す
ま
号
で
も
主
な
く
町
負
岳
垣
智
芸
党
日
「
ロ
せ
ね
ば
、
裏
の
発
-
宮
市
民
全
体
の
催
与
に
あ
る

ι
い
う
精
神
な
や
り
方
は
い
け
ま
せ
ん
。
仁
1

一
j
j
s

一

ま
す
。
九
月
二
十
言
語
、
鎌
倉
の
戦
後
最
大
田
震
的
行
事
で
、
民
族
の
な
す
乙
乙
は
で
き
ま
せ
九
。
か
ら
も
、
襲
撃
援
が
ね
が
い
た
い
言
、
ス
ポ
ツ
の
フ
エ
ヤ
プ
レ
イ
の

j
l
一
一
一
一

市
議
メ
ル
て
皮
切
り
の
夏
季
大
会
童
手
。
こ
の
室
長
寄
り
し
そ
こ
で
、
震
の
雪
と
も
、
後
援
と
い
う
警
に
他
号
な
い
の
で
す
し
精
神
に
よ
る
、
曜
に
し
て
健
雪
、

f
l
J内汀
「
U

水
泳
票
行
わ
央
臨
言
葉
山
か
め
る
た
め
の
努
力
と
事
長
げ
ね
ば
会
を
通
じ
て
、

E

を
お
か
け
す
る
手
豊
島
入
品
、
わ
が
平
塚
ま
た
震
は
る
患
に
燃
え
た
若
人
主
主
均
十

2
2

2

い
で
に
な
り
ま
す
o
わ
た
く
し
も
望
日
。
市
民
め
名
替
に
か
け
て
も
わ
け
で
す
。
護
会
完
か
こ
さ
え
ア
市
長
っ
て

ζら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
長
、
わ
れ
わ
れ
の

E
3
3
ζ
一
間
一
生
四
百
五
一
ゎ
一
日

招
か
れ
て
お
り
ま
寸
の
て
室
長
i

な
ぞ
と
申
k
z
す
と
喜
し
く
な
市
民
に
よ
け
い
な
返
惑
を
か
け
ず
に
や
叩
乙
の
チ
ャ
ン
ス
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凡
で
、
言
純
一
市
し
て
ぐ
れ
る
背
芦
屋
的
祭
典
の
一

h
F
寸
一
一
一
一

主
か
け
た
い
と
思
つ
で
い
ま
す

o

鎌
倉
の
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
普
空
パ
ス
れ
、
そ
れ
が
で
言
い
く
ら
い
号
、
合
、
市
の
私
物
を
宣
伝
片
将
来
の
ふ
九
い
気
の
っ
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
露
五
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川
亨
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ん
は
、
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倉
審
議
長
ケ
ッ
ト
競
技
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え
る
た
的
に
は
、
…
一
引
き
受
け
る
な
香
っ
た
お
限
り
や
、
わ
が
平
塚
市
長
展
に
い
き
か
で
も
主
語
然
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に
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で
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ら
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金
ぜ
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げ
で
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罪
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つ
ァ
、
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与
す
る
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を
猿
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し
く
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と
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え
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民
主
れ
一
競
事
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七

一
宜
容
は
ま
た
わ
れ
く
平
塚
市
民
の
も
舗
韓
議
襲
撃
議
欝
畿
間
的
な
一
大
一
行
事
、
心
か
弓
楽
し
む
べ
一
一
ー
-
ー
ヤ
十
L
下
十
十

一
の
で
も
脅
ま
す
よ
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の
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、
体
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議
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市
長
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育
館
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す
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悶
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申
し
上
げ
ま
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一
鶏γ
一
間
一
点
一
心
一
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れ

ず
に
は
莫
大
な
費
用
が
つ
浴
さ
れ
て
い
僻
芝
、
の
え
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
九

r
g利
用
し
て
、
乙
の
警
に
議
け
官
感
情
の
当
然
の
発
電
だ
こ
考
え
て
い
た
が
け
で
も
、
向
転
車
競
技
語
、
特

L
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一
則
一
」
ー
一
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ま
す
。
地
方
の
都
市
の
ど
こ
へ
行
つ

T
し
二
一
重
量
の
警
は
じ
的
関
係
し
よ
う
な
令
、
怪
し
か
らp日
様
性
で
だ
き
た
いor
q

火
い
に
頭
一
語
陛
下
が
お
い
で
下
さ
つ
ナ
、
わ
れ
わ
れ
一
色
i
I
l
l
一
「
「
ト

i

h
ζ

れ
だ
け
の
懇
恨
の
体
育
館
は
同
地
意
義
国
し
か
ら
必

7え
る
の
で
ー
か
ら
、
は
な
い
か
、
な
ぞ
と
申
す
手
き
び
し
い
か
し
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阜
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の
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の
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輪
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ら
れ
ま
せ
んo
E

ろ
一
が
、
台
、
乙
警
官
行
つ
上
に
奇
襲
警
J
f慰
留
の
声
も
あ
る
よ
つ
で
す
が
、
襲
撃
芭
宴
し
て
い
たg

た
い
く
ら
の
警
官
C
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あ
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ば
す
こ
こ
じ
な
一
布
一
一
一
:
一
人

九
ど
の
大
会
で
す
。
主
主
震
に
す
る
乙
と
は
語
、
富
町
議
霊
会
の
結
成
や
組
織
や
そ
の
活
動
は
、
神
い
に
わ
た
し
は
考
円
ん
で
い
ま
す
。
っ
て
お
り
ま
す

o
E
E

議
長
ポ
一
ケ
一
一
い

立
っ
て
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
コ
l
ト
が
四
遇
霊
童
話
、
主
か
り
が
あ
っ
奈
川
県
が
第
十
回
の
大
会
言
妻
子
げ
や
が
て
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
語
に
激
の
き
わ
ー
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
と
一
ト
一
一
正
一
ポ

蔀
私
設
備
さ
れ
、
今
ま
で
と
島
幸
号
、
警
営
っ
た
が
わ
れ
ま
う
な
た
当
初
か
ら
き
ま
っ
て
い
る
方
針
転
福
祉
を
も
た
ら
し
、
事
の
望
、
緩
い
っ
し
ょ
に
心
か
毒
事
主
げ
ま
一
三
と

J
F

で
主
主
な
か
っ
た
壮
観
ペ
わ
れ
過
ち
が
あ
っ
て
は
大
変
で
す

o

た
ペ
と
ず
い
て
、
戸
務
工
会
議
所
が
会
費
緩
め
し
い
友
を
つ
く
る
結
英
語
く
℃
し
ょ
し
よ
う

o

け
一
一
一
y

わ
れ
の
自
の
前
に
展
関
さ
れ
る
こ
ι
に
国
体
だ
、
祭
典
だ
と
、
わ
い
わ
い
騒
い
の
先
頭
に
立
つ

ι
い
つ
わ
け
な
の
で
、
う
。
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な
っ
た
わ
け
で
す
。
で
は
い
ら
れ
な
い
。
醐
忍
共
に
、
相
当
ζ

れ
は
国
悼
の
大
会
が
、
県
民
全
体
、
む
ろ
ん
、
露
い
結
果
ぜ
も
た
ら
す
よ
う
一
一
一

い
よ
い
よ
第
十
嵐
磁
体
秋
寧
大
会
が
十
月
三
十
日
か
ら
中

t

一
月
一
一
一
日
ま
で

県
下
回
十
五
会
場
で
郷
土
の
栄
替
を
に
な
っ
ア
出
場
し
た
金
図
一
万
四
千

人
の
選
手
聞
に
よ
っ
T
一
斉
に
間
開
幕
さ
れ
ま
す
。

一
ま
ず
閉
会
式
は
、
十
月
三
十
日
午
前
十
一
時
様
浜
市
一
一
一
ツ
沢
際
上
競
技
場

に
お
い
T
、
天
皇
且
喜
一
出
荷
段
下
の
御
滋
憶
を
仰
ぎ
戚
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

開
会
式
終
了
後
選
手
間
は
滋
ち
に
各
会
場
に
分
か
れ
競
技
じ
移
り
ま
す
。

一
一
干
名
以
上
の
多
数
の
選
手
同
容
迎

γえ
る
当
市
乙
し
ま
し
エ
川
、
関
係
各

位
の
御
援
助
に
よ
り
、
万
全
を
期
す
べ
く
着
々

ι
嘩
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
話
様
に
お
か
れ
ま
し
「
も
、
は
る
ば
る
全
国
か
ら
来
半
ぢ
れ

ま
す
皆
様
世
心
か
ら
お
迎
え
し
て
、
組
聞
の
雄
都
と
し
て
恥
じ
な
い
立
派

な
大
会
を
迎
え
る
乙
ι
が
で
き
ま
す
よ
う
、
旬L御
協
力
を
お
踊
聞
い
し
ま

す
。
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。
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去
る
九
月
二
十
九
日
第
九
一
先
導

盟
国
体
部
会
式
警
高
均
一
嫁
長
一

海
滋
露
出
到
し
お
皆
様
一
旗
持
参
者
一
間
六
名

門
口
は
、
十
四
月
ニ
士
富
士
一
一
…
交
代
者
一
耳
石
芋
名

山
関
誌
立
一
一
部
臨
時
虫
干
一
誌
ロ
一
側

ザ
一
十
字
一
富
十
分
雲
式
場
の
横
浜
一
れ
る
。
尚
各
区
憾
の
獄
図
吉
次
の
と
お
一
コ
一
一
隅
一
刈
削
叫
一
東

n
J一
市
一
一
一
ツ
沢
襲
揚
へ
滋
着
す
る
ま
で
笠
円
で
す
。
一
二
三
一

μ

知
一
橋

)
一
喜
一
周
す
る
乙
と
は
、
す
で
半
月
一
第
一
区
片
山
霊
童
革
委
員
長
一
ょ
っ
一
関
空
入

一
一
一
一
一
回
一
坂
町
京
一
月

年
一
百
鴎
刊
誌
の
市
広
報
で
望
号
芸
一
第
一
一
広
重
平
塚
市
教
事
長
一
レ
一
着
一
万
五
五
賠
一
馬

日
一
軒
封
婦
は
叶
同
盟
問
昨
日
間
引
諸
制
時
欝
盟
国
一
切
で
三
一
一
ト
一
一
一

2
L
i
ル
喜
一
σ
わ
れ
、
各
げ
よ
の
入
章
一
名

同
一
位
諮
問

u
u
u時
一
器
開
縮
鵠
章
一
時
一
発
一
畳
間
一
明
日
一
日
一
恥
一
訪
れ
一
日
目
立
一
課

M
1
1一
一

一
リ
レ
i
隊
暴
言
、
大
体
霊

T
キ
一
第
八
区
一
戸
川
平
塚
市
長
一
障
一

2
3

一
よ
橋
一
ス
一
パ
学
士
一
名
称
で
一
口
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

E
Z
緩
に
あ
た
る
る
に
よ
っ
て

一
口
J
H山
1
1
4戸
一
己
居
漏
れ
一
誌
の
傾
怒
一
前
九
日
記
長
一
日
告
日
判
長

報
一
γ
活
路
:
設
の
ー
概
要
…
一E
一
判
一
段
二
」
」
ー
よ
り
、
パ
ス
し
た
り
、
ド
リ
ブ
ル
し
一
の
代
り
に
雲
使
っ
て
i
f
帯
十
丸
、
草
、
警
、
翠
官
製
i
ル
に

一
i
j
j
i
i
f
j
i
一
一
i
一
戸
一
十
一
一
と
は
ず
バ
ス
ケ
ッ
ト
こ
近
づ
き
J
E
i
?
占
星
一
投
入
す
る

ζ

言
。

a
z

一
市
立
見
術
品
開
体
育
館
一
一
と
い
わ
れ
る
ほ
主
立
派
な
も
の
で
す
一
一
一
担
。
一
ヂ
グ
一
竺

J
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
ル
は
、
今
か
ら
六
十
一
主
ま
で
の
攻
撃
己
、
相
手
に
徳
一
味
で
す
。
、
一
成
泊
す
れ
ば
得
点
と
な
り
ま
す
。
ー

左
一
2
5
、
ハ
ス
ケ
ッ
ト
1
襲
一
。
喜
一
一
月
一
向
一
一
一
一
一
一
ニ
年
ほ
と
的
見
米
一
閣
の
T
M
e
c
一
せ
な
い
き
に
、
防
き
、
警
で
、
一
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
、
乙
の
競
技
が
一
憲
章
、
得
点
さ
れ
わ
デ
ょ
に
よ

間
関
畑
中
諮
問
八
一
章
一
前
司
王
計
一
一
町
一
一
日
一
一
弔
問
一
日
中
…
一
辺
単
一
担
保
即
時

帯
一
養
生
善
し
、
残
念
な

E

稜
工
昭
和
一
一
八
年
一
一
月
ニ
o
i
J
I
I
i
i
i
L
Z
卒
業
生
た
芸
、
米
留
は
も
ち
一
的
立
な
い
う
ち
に
主
義
的
広
一
言
撃
校
教
実
(
重
一
毒
に
一
と
な
り
ま
干
。
チ
l
ム
の
線
車
ホ
ツ

ー
で
一
一
型
車
F
d
践
し
震
を
聖
き
と
一
綾
工
昭
和
一
一
九
年
一
O
月
四
日
一
策
一
質
問
中
塚
競
輪
場
一
昭
和
ニ
五
年
二
月
一
一
一
百
万
九
、
世
界
各
面
白
岩
手
伝
え
た
こ
一
攻
撃
と
、
布
陣
し
て
一
棺
平
義
的
見
一
ょ
児
、
学
校
教
樹
と
し
ぺ
指
導
さ
れ
一
?
と
閉
じ
で
す
。

一
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
襲
、
ス
一
第
ニ
空
事

4

一
一
審
裏

F
q
E

ゲ
l
ム
の
持
っ
て
い
る
よ
さ
一
段
法
三
分
け
ら
れ
ま
す
。
警
幹
一
ナ
L
T
も
の
で
あ
り
ま
す
誇
毒
一
サ
イ
ド
語
、
撃
で
交
替
し
、
試
合

棄
す
ド
工
事
、
葉
工
事
室
ニ
一
空
襲
一
一
一
O
年
六
月
一
一
一
回
一
i
i
霊
長
れ
ま
す
一
一
一
五
、
八
凶
暴
は
1
2
3
5
ち
に
、
吾
、
一
会
一
人
と
い
う
形
て
き
同
省
で
は
、
ハ
ン
ド
1
2
著
書
車
、
喜
一
一
一
十
分
ず
つ
で

襲
一
喜
は
す
で
に
出
子
、
護
霊
に
一
望
昭
和
一

2
5
5

一
ま
財
源
ι
し
て
大
き
な
役
警
は
た
一

ο

襲
撃
数
容
室
長
室
た
お
描
で
非
常
一
対
人
雪
ι
、
五
人
の
お
が
、
わ
れ
る
競
技
は
、
競
輪
孝
行
う
ピ
ス
一
与
を
初
め
か
A
8
2
し
町
る
そ
の
様
に
十
詰
の
語
、
喜
子

一
は
蓄
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
o
重
一
し
て
お
り
ま
す
襲
倍
、
豊
富
十
一
七
日
慌
て
八
六
四
坪
な
人
警
得
ま
し
た
0
3
れ
ぞ
れ
都
立
で
ら
れ
た
警
笠
ト
競
技
と
、
道
警
使
用
す
る
ん
仁
ト
一
と
い
う
体
育
襲
警
官
、
学
校
の
一
は
一
一
十
五
分
ず
つ
で
、
李
及
び
章

一ζ
の
警
捜
、
一
階
ぷ
霊
場
、
役
一
鉄
有
鉄
筋
コ
ン
?
幸
一
ニ
露
鰭
さ
れ
て
い
京
高
そ
の
う
一
O
競
技
場
一
九
一
一
一
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
@
オ
リ
ン
ピ
一
る
地
域
防
空
と
の
ニ
つ
が
あ
り
尋
競
技
の
ニ
つ
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
す
が
一
体
操
警
九
採
用
し
た
e
草
分
ず
っ
て
雪
左
京
語

平
一
塁
九
事
抽
出
雫
裏
響
、
滋
賀
所
一
議
裏
一
事
塚
市
が
八
時
'
般
の
号
鎌
倉
市
一
一
湾
問
0
0
メ
ー
ト
ル
ッ
ク
大
会
主
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
一
芸
、
ゲ

I
ム
を
雪
上
に
次
の
一
一
ま
づ
ピ
ス
ト
競
技
室
な
も
の
こ
っ
、
一
×
一
時
間
聞
が
あ
り
ま
す
。

ー
一
建
一
一
階
暴
露
隠
と
な
っ
て
一
一
、
望
一
坪
六
一
義
市
が
襲
し
て
い
ま
す

ο

一
重
一
一
一
{
ル
警
E

蓄
え
現
在
で
は
サ
一
の
君
主
宮
町
ま
す
o
て
費
し
て
主
し
よ
う
。L
Jハ
ン
ド
1
3
i
ム
に
よ
っ
て
一

一
お
り
ま
す
。
襲
警
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
一
O
葬
場
面
積
八
六
五
壁
一
O
警
一
i
z
i
ι
在
、
君
臨
際
安

T

一
①
;
手
で
一
怒
っ
5
0
ス
ク
ラ
ッ
チ
レ
ー
ス
一

w
j
j
i
-
-

立
河
江
北

1
1
j

干
名
コ
i
ト
が
一
度
に
四
商
も
と
一
議
善
一
一
、
問
o
g
一
平
塚
裏
重
一
番
地
一
一
o
、
0
0
0
名
ム
ι
な
っ
て
い
ま
す

d

本
で
は
最
初
一
@
格
害
に
触
れ
な
い
こ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
一

ζ
れ
は
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
な
し
で
、
平
日
第
十
一
回
国
体
歓
謹
離
援
祭
(
瓢
糊
)
一

れ
、
乙
の
書
体
育
館
と
し
て
は
喜
一
O
総
工
費
o
、
一
六
八
、
0
0
0
向
。
警
官

a

一
。
総
工
費
量
-
M
-
c
e
?
に
億
一
え
ら
れ
た
す
千
ル
葬
っ
て
3
2
2
一
わ
れ
ヤ
き
で
い
ま
す
一
メ
ー
ト
ル
を
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ム
キ
日
時
ず
月
二
十
九
日
一
午
後
蒔

-
J
-

一

山
川U
E
1
1
1
一
語
一
五
年
八
月
一
五
時
一
一
一
一
一
一
一
、
売
白
内
現
在
で
は
、
大
学
、
高
校
、
喜
一
五
線
に
従
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
規
則
一
回
極
東
大
会
が
上
孝
一
で
競
走
し
ま
す
が
、
露
両
時
事
霊
山
場
所
市
立
属
中
学
校
講
袋
一

一
一
議
主
年
月
日
一
員
ま
と
も
に
ひ
ろ
く
普
及
さ
れ
て
一
定
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
o
l
五
マ
イ
ル
競
走
に
日
本
一

f
、
ゴ
ー
ル
に
い
た
る
一
一
事
i
ト
ル
一
主
種
平
塚
市
晶

一
九
、
一
一
o
o
y
O
O
O
何
一
“
一
一

N

一
一
i
i
i
i
i
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
-
-
e
い
ま
す
o
京
設
富
は
男
子
一
第
十
分
、
女
し
で
襲
撃
が
参
加
し
一
警
の
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
瞬
間
三
叩
後
援
襲
鎖
倒
紅
@
箇
襲
撃
議
事
@
平
塚
商
工
会
議
所

一
時1
1及
び
警
を
一

A
F
T

ル
競
技
場
一
。
立
五
九
符
五
人
ず
っ
し
主
総
長
つ
;
一
一
探
訪
日

H
M

時
間
一
時
吉
川
一
釘
目
白
認
可
て
勝
目
一
一
一
、
あ
い
さ
つ
プ
恥
与
号
ム
戸
川
貞
雄

一
!
?
一
民
会
場
は
市
立
夏
襲
、
産
申

T
V護蓄
積

ν
ー
さ
れ
、
一
定
の
時
里
、
自
乏
し
か
し
金
タ
イ
ム
終
了
時
間
点
の
壌
国
選
手
(
鐙
大
)
が
優
勝
芯
タ
イ
ム
上
フ
イ
ア
ル
高
平
塚
市
整
議
長
選
藤
精
一

一
第
一
五
i
ト
〈
善
事
グ
ラ
ン
ト
)
一
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
改
修
使
用
さ
れ
ま
す
一
六
二
二
O
坪
ち
の
ゴ
ー
ル
へ
費
す
る
の
が
多
か
っ
一
は
霊
祭
行
わ
れ
ま
す
が
、
乙
の
延
一
章
一
一
位
室
町
て
い
る
一
品
警
で
は
自
力
発
走
(
乙

l
t指
一
一
憲
襲
撃
警
護
軍
警

官
?
?
で
量
る
昭
和
一
一
十
八
一
喜
善
た
ず
l
ム
議
i
o
従
つ
で
、
一
義
星
第
五
分
、
そ
の
他
尚
一
一
年
コ
ベ
ン
ハ
i
z
、
チ
ユ
一
定
自
に
よ
っ
て
単
に
安
定
川
支
持
一
一
一
一
、
喜
楽
5
3
1
高
等
学
校
襲
撃

一
平
塚
市
建
国
語
地
年
六
月
全
日
本
英
語
抗
ホ
ッ
ケ
ー
競
亡
、
0
0
2
チ
l
ム
乃
仕
事
店
、
ポ
i
ル
毒

Z

一
一
一
一
分
で
す
o
一
己
、
ベ
ル
リ
ン
市
に
お
い
て
一
を
受
け
る
5
t
自
分
の
力
で
ス
タ
一
一
霊
童
農
業
草
学
校
襲
警

一
。
着
手
月
日
奏
会
話
警
れ
、
又
昨
年
十
一
月
一
。
工
費
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
一
宇
権
大
手
題
さ
れ
、ζれ
了
す
る
方
法
)
で
ス
タ
!
ト
片
手
一
一
一
一
一
、
融
主
義
平
塚
レ
ク
リ
之
i
シ
ヨ
ン
協
会

一
臨
時
一
O
月
五
に
は
第
一
一
一
回
全
日
豪
華
禁
止
器
一
一
八
重
施

f

号
?
と
は
一
言
警
と
な
り
、
乙
芸
能
後
一
言
し
5
5
警
が
一
四
一
メ
ー
ト
ル
の
詰
離
を
ベ
ス
ト
重
し
一
一
回
以
土
保
利
神
奈
川
皇
室
一
株
式

j

一
喜
一
一
O
町
一
O
月
十
五
日
ケ
上
入
信
、
関
じ
ぐ
第
六
回
全
日
本
一
一
一
一
一
O
F
O
円
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
同
日
を
お
い
て
は
、
一
し
で
各
大
苧
に
重
し
、
今
日
の
襲
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
道
路
競
走

Z
E

一
語
り
ま
す
。
普
通
の
レ
1
ス
の
よ
う
一
一

一
O
総
面
積
雲
ハ
シ
ト
↑
ル
事
権
大
会
と
前
一
昭
和
ニ
十
九
年
度
尊
重
露
外
人
間
お
い
五
人
グ
ラ
一
を
き
た
し
ま
し
た
0
2
に
器
十
一

J
て
い
ま
す
o
戦
時
中
は
胞
の
競
一
語
か
い
技
巧
は
な
い
が
、
善
努
一
一
六
、
終
語

一
回
、
一
一
喜
径
一
一
塁
間
大
会
届
さ
れ
ア
お
一
一
一
一
八
O
、
0
0
白
1
2
3
り
ま
た
が
、
喜
ベ
ル
リ
ン
@
3
7
3
選
管
、
会
コ
ー
ス
に
E

万
一
一
立
主

一
議
場
前
お
り
ま
す
。
一
度
に
一
一
一
商
の
コ
i
ト
が
と
一
語
一
一
一
十
年
度
奥
行
治
一
一
一
十
九
年
十
一
月
英
人
ウ
イ
リ
ケ
ム
…
お
い
て
世
界
め
強
警
し
り
ぞ
け
て
の
野
安
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
一
一

一
去
、
八
一
O
符
星
放
な
グ
ラ
ン
ド
で
す
。
一
ニ
、
九
一
一
O
、
0
8
内
グ
レ
i
民
に
よ
り
、
小
倉
聖
書
葬
一
堂
々
第
五
位
ι
な
り
ま
し
た
。
戦
後
は
O
ボ
イ
ン
ド
レ
1
ス
一
一

一
O
T
L
灘
高
午
前
合
計
害
警
大
学
に
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
創
立
一
筆
陣
都
市
対
抗
、
東
西
語
、
競
輪
場
宮
市
一
周
ま
た
は
一
一
一
周
の
如
ミ
一
四

回
一
一
一
、
き
o
、
0
0
0
月
平
塚
市
須
賀
一
、
一
一
一
、
喜
一
o
、
五
回
Q
汚J

せ
ち
れ
、
以
後
大
豆
露
軍
戸
山r人
会
害
車
重
量
的
て
ま
ま
た
閥
単
に
ホ
i

今
h
t
一
四

(2) 

に
翻
声
援
を

桃
浜
町
会
顕

、
B
J号

一
第
一
コ
i
〈
新
設
)

静
一
ο
場
町

同
一
喜
市
襲
富
O
養
地

問
一
。
着
工
年
月
日

f
t

一
昭
和
一
一
一
O
年
七
月
ニ
O

同

一
O
綾
工
市
中
月
日
〆

一
昭
和
三
O
年
一
O
月
ニ
O
回

一A
V総
一
出
積

一
四
、
四
ニ
七
坪

一
O
競
技
場
一
臨
穣

一
一
一
一
、
八
一
O

同
町

一A
V観
覧
席

J一
一
、
0
0
0
名

一
十
八
一
チ
ー
ム
の
綴
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
ツ
中
'
側
門
出
発
点
)
に
畿
日
り
に
ボ
イ
ン
}

平
塚
市
立
高
浜
高
校
グ
一
O
フ
ォ
ワ
ー
ド
五
人
一
ト
ラ
イ
ン
を
逮
滋
す
る
蕗
読
者
め
鍛
に
一
時
に
ス

」
て
、
金
日
本
東
西
対
抗
一
主
と
し
て
汝
誕
に
あ
た
る
荏
い
二
位
五
点
、
ニ
伎
一
一
一
点
、
一
一
一
位
一
一
一
一
審
問
患
者
が
、
撃
の
一

T

ム
の

夫
会
が
題
さ
れ
、
盛
一
O
ハ
1
フ
パ
ッ
ク
=
一
人
一
一
点
〈
一
位
の
み
得
点
を
』
品
え
る
喜
一
一
一
一
接
続
の
走
者
委
追
い
ぬ
む
審
に

し
た
。
一
段
怒
と
守
備
巻
兼
ね
る
一
も
③
也
)
の
得
点
を
あ
た
え
、
競
技
者
一
過
録
勝
と
な
る
。
も
し
追
い
つ
け
な
か

×
一
O
フ
ル
バ
ッ
ク
一
一
人
一
が
与
え
ら
長
周
回
数
、
例
え
ば
返
キ
一
っ
た
ら
、
=
一
番
首
選
挙
の
霊
襲

一
チ
l
ム
に
よ
っT
行
主
主
と
し
て
守
備
に
あ
喜
一
メ
i
ト
室
長
五
メ
!
ト
ル
の
路
一
を
も
っ
て
撃
を
決
で
ま
ず
。

れ
、
季
l
ム
の
人
員
は
十
一
名
で
す
一
O
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
一
人
事
最
長
っ
た
と
き
、
最
も
を
笠
次
に
ル
i
ト
競
技
(
道
路
喜
わ
れ
る

各
自
ス
テ
イ
ヅ
ク
を
雪
、
一
つ
の
ご
ゴ
1
客
室
一
点
し
た
も
の
を
後
堂
、
以
下
そ
の
一
襲
)
で
す
が
、

ζ
れ
は
走
者
の
銘
定

l
事
扱
つ
で
相
手
方
の
ゴ
!
告
に
一
試
合
露
目
前
半
、
章
一
一
一
十
五
分
ず
一
際
審
決
定
す
る
。
蓄
に
よ
っ
ず
感
激
主
出
括
主
す
。

関
2
8

脅
す
L

ル
か
ら
さ
つ
で
、
そ
の
間
に
審
理
保
績
が
あ
一
0
5
喜
一
大
会
最
終
日
の
十
一
息
一
一
回
、
議

込
告
書
多
い
万
台
勝
ι
す
る
競
技
一
り
ま
す
。
但
し
革
は
ニ
五
分
づ
つ
の
一
乙
の
襲
は
、
一
チ
i
命
名
言
つ
著
名
づ
つ
の
撃
に
よ
り
争
わ
れ
ま

で
す
。
費
方
法
は
一
ゴ
ー
ル
一
宅
一
試
合
将
軍
七
一
て
穏
号
、
ピ
ス
よ
央
線
の
翼
手
。

業譲要

N
H
巨
人
気
者

ピ
ク
タ
1
専
属

枝

伴

奏

高富橋需
ケ

ぷ撃玉李


